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横浜市委託事業/文部科学省令和6年度「地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業」活用
©2024 Yokohama Association for International Communication  and exchanges(YOKE)

主催：(公財)横浜市国際交流協会

2021年3月28日（木）10:30-11:30

○○ラウンジ ○○さん
YOKE ○○さん

●●について

取組7-2 2024年9月

初期日本語教室 「はじめての横浜～日本語で話そう～」夏コース

「はじめての横浜」夏コースは、横浜に住む日本語を勉強し

た経験のない方や勉強を始めたばかりの方を対象とした

教室です。

文字（ひらがな）とあいさつ、自己紹介などを楽しく日本語

を学び、今後、地域の日本語教室やオンライン等の自立学

習につながるきっかけとなります。

受講前には、学習者一人一人にインタビューを行い、お

互いを知るとともに、教室の目的を確かめました。また日

本語学習経験のある外国の人がサポーターとして参加しま

した。日本語学習の中で説明が難しい部分や、横浜情報な

どの通訳をサポートしました。初回は緊張していたのか、声

が小さく下を向いていた学習者が、回を重ねるごとに大き

な声で発言し、笑顔もみせ、毎回楽しそうに話している姿

をみて、自信がついてきたと感じることができました。

教室名 「はじめての横浜～日本語で話そう」夏コース （テーマ：自己紹介）

講師 押野成美さん（日本語教師、認定NPO法人地球学校）

小澤照恵さん（日本語教師、認定NPO法人地球学校）

日時／場所 2024年8月19,22,26,29日～9月2,5,9,12日（全８回）

14:00-15:15 オンライン（Zoom）

対象 横浜市在住、来日したばかりの人、16歳以上の人、日本語学習経験のない。始めたばかりの人

参加人数 学習者8人（のべ43人）中国4人、イギリス、スリランカ、ブラジル、ベトナム各1人

サポーター３人（のべ６人）中国、台湾、スリランカ各１人

●日本の文化、習慣でわかることが増えました。

●生活で不自由することが少なくなりました。

●地域のイベント・行事への参加が増えました。

●生活で不安を感じることが少なくなりました。

参加者の声
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横浜市委託事業/文部科学省令和6年度「地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業」活用
©2024 Yokohama Association for International Communication  and exchanges(YOKE)

取組7-2 2024年9月

初期日本語教室 「はじめての横浜～日本語で話そう～」夏コース

くわしいレポート（学習内容） テーマ「自己紹介」
（ゴール ： 入門レベルの日本語を学び、講座終了後に地域の日本語教室につなげる）

第1回
8/1９(月)

【教室案内＆教室の言葉＆自己紹介①（名前・国をつたえる）】

教室案内と簡単な自己紹介をしました。参加者は少し緊張していましたが、今

回は日本語学習経験のある外国人サポーターが3名参加し、母語での説明も

あったので安心したのか笑顔も見られました。

第２回 8/22（木）
第３回 8/26(月)
第４回  8/29(木)

【五十音図紹介、「あ～そ」、あいさつ①】

「ひらがな」の学習もいれ、絵を見ながら語彙の名前や読み方を確認しました。

会話の学習では、あいさつ、家族の紹介など自分のことを話す練習をしました。

第５回
9/2(月)

【復習回】

これまで勉強したことを確認しました。途中回から参加した学習者もついてく

ることができました。

第６回  9/5(木)
第７回  9/9(月)

【好きな物＆趣味】

自分の「好きなもの」「好きなこと（趣味）」などを学習し、参加者同士で好きな

日本料理を紹介しました。7回目の教室の冒頭の「あなたのお気に入りを見せ

てください」では、自分が旅行して撮った向日葵の写真や、旅行先でかけてい

るサングラス、今てにつけている数珠ブレスレットなどを説明していました。

第８回  9/12(木) 【最終回】

これまで学習した日本語をフル活用して、それぞれ自分を知ってもらう自己紹

介を完成させ発表しました。

また毎回、横浜情報を紹介しました。外国人サポーターにお手伝い頂き、日本

語、英語、中国語の3か国語で説明し彼らに必要な情報、秋祭りなどのイベント

を紹介し、横浜での生活が楽しくなるようにしました。

主催：(公財)横浜市国際交流協会

サポーターから：
学習者との会話練習や横
浜情報など横浜に住む外
国人のサポートをこれか
らもしていきたいです。
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横浜市委託事業/文部科学省令和6年度「地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業」活用
©2024 Yokohama Association for International Communication  and exchanges(YOKE)

主催：(公財)横浜市国際交流協会

2021年3月28日（木）10:30-11:30

○○ラウンジ ○○さん
YOKE ○○さん

●●について

取組7-2 2024年12月

初期日本語教室 「はじめての横浜～日本語で話そう～」秋コース

「はじめての横浜」は、横浜に住む日本語を勉強した経験の

ない方や勉強を始めたばかりの方を対象とした教室です。

文字（ひらがな）とあいさつ、自己紹介などを楽しく日本語

を学び、今後、地域の日本語教室やオンライン等の自立学

習につながるきっかけとなります。

受講前には、学習者一人一人にインタビューを行い、お

互いを知るとともに、教室の目的を確かめました。秋コー

スは入門レベルの学習者が多く、「ひらがな」学習もしっか

りやりました。

また日本語学習経験のある外国の人がサポーターとして

参加しました。入門レベルの学習者はとても安心して学習

ができたようでした。横浜情報を担当するなどサポーター

の活躍の場もひろがりました。

教室名
テーマ

「はじめての横浜～日本語で話そう」秋コース

自己紹介

講師 小野里香さん（日本語教師）

木下真梨子さん（日本語教師）

日時／場所 2024年11月18,21,25,28日,12月2,5,9,12日（全８回）

14:00-15:15  オンライン（Zoom）

対象 横浜市在住、来日したばかりの人、16歳以上の人、日本語学習経験のない、

始めたばかりの人

参加人数 学習者10人（のべ73人）中国2人、ロシア2人、台湾1、フランス1、インド1

ウクライナ1、モザンビーク1、パキスタン1人

サポーター３人（のべ６人）中国、台湾、スリランカ各１人

●日本の文化、習慣でわかることが増えました。

●生活で不自由することが少なくなりました。

●地域のイベント・行事への参加が増えました。

●生活で不安を感じることが少なくなりました。

学習者の声
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横浜市委託事業/文部科学省令和6年度「地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業」活用
©2024 Yokohama Association for International Communication  and exchanges(YOKE)

取組7-2 2024年12月

初期日本語教室 「はじめての横浜～日本語で話そう～」秋コース

くわしいレポート（学習内容） テーマ「自己紹介」
（ゴール ： 入門レベルの日本語を学び、講座終了後に地域の日本語教室につなげる）

第1回
11/18(月)

【教室案内＆教室の言葉＆自己紹介①（名前・国をつたえる）】

教室案内と簡単な自己紹介をしました。入門レベルの方の参加が多く、

「おねがいします」の発音が難しい学習者もいました。

毎回、横浜情報を紹介しました。

第２回 11/21（木）
第３回 11/25(月)
第４回  11/28(木)

【五十音図紹介、「あ～そ」、あいさつ①】

「ひらがな」の学習もいれ、絵を見ながら語彙の名前や読み方を確認しまし

た。会話の学習では、あいさつ、家族の紹介など自分のことを話す練習をし

ました。第3回目の横浜情報では外国人サポーター3人が自分の日本語学習

経験を話しました。日本語・英語・中国語で話したので時間はかかりましたが、

学習者は熱心に聞いていました。

第５回
12/2(月)

【復習回】

これまで勉強したことを確認する復習回でした。どのフレーズもしっかり答

え、笑顔も見え、積極的に参加していました。国旗クイズも自分の国の国旗

を見るとうれしそうに答えていました。

第６回  12/5(木)
第７回  12/9(月)

【好きな物＆〇〇します】

ひらがなも濁音、半濁音、長音と進み、みなさん口に出して何度も発音を確

認しました。会話は「〇〇が好きです」で、自分の好きな食べ物を話しました。

中には「日本料理は全部好きです」と言った学習者もいました。

第８回 12/12(木) 【最終回】

これまで学習した日本語をフル活用して、それぞれ自分を知ってもらう自己

紹介を完成させ発表しました。クリスマスが近いので、学習者それぞれの過

ごし方も話しました。

主催：(公財)横浜市国際交流協会

サポーターから：
日本語学習と共に住んで
いる周りの情報を知るこ
とも大事だと思います。
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横浜市委託事業/文部科学省令和6年度「地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業」活用
©2024 Yokohama Association for International Communication  and exchanges(YOKE)

主催：(公財)横浜市国際交流協会

2021年3月28日（木）10:30-11:30

○○ラウンジ ○○さん
YOKE ○○さん

●●について

取組7-2 2025年3月

初期日本語教室 「はじめての横浜～日本語で話そう～」冬コース

「はじめての横浜」は、横浜に住む日本語を勉強した経験の

ない方や勉強を始めたばかりの方を対象とした教室です。

文字（ひらがな）とあいさつ、自己紹介などを楽しく日本語

を学び、今後、地域の日本語教室やオンライン等の自立学

習につながるきっかけとなります。

受講前には、学習者一人一人にインタビューを行い、お

互いを知るとともに、教室の目的を確かめました。冬コー

スは、「ひらがな」学習を独学でやった学習者も多く、清音

は完璧に読むことができました。

また日本語学習経験のある外国の人がサポーターとして

参加しました。入門レベルの学習者はとても安心して学習

ができたようでした。サポーターも夏・秋・冬と3コース参

加し、それぞれ自信がついたようでした。

教室名
テーマ

「はじめての横浜～日本語で話そう」冬コース

自己紹介

講師 伊藤直美さん（日本語教師）

押野成美さん（日本語教師）

日時／場所 2025年1月30日,2月3,6,10,13,17,20,27日（全８回）

14:00-15:15  オンライン（Zoom）

対象 横浜市在住、来日したばかりの人、16歳以上の人、日本語学習経験のない、

始めたばかりの人

参加人数 学習者：６人（のべ３１人）

中国1、香港1、オーストラリア1、インド1、スリランカ1、アメリカ1人

外国人サポーター：３人（のべ６人）中国、台湾、スリランカ各１人

（通訳、学習者とのやりとり、横浜情報を担当）

●自分が住む地域について知りたいことが増えました。

●生活に必要な情報を集めることが増えました。

●住んでいる地域の人とのコミュニケーションが増えました。

●生活で不安を感じることが少なくなりました。

学習者の声
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横浜市委託事業/文部科学省令和6年度「地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業」活用
©2024 Yokohama Association for International Communication  and exchanges(YOKE)

取組7-2 2025年3月

初期日本語教室 「はじめての横浜～日本語で話そう～」冬コース

くわしいレポート（学習内容） テーマ「自己紹介」
（ゴール ： 入門レベルの日本語を学び、講座終了後に地域の日本語教室につなげる）

第1回
1/30(木)

【教室案内＆教室の言葉＆自己紹介①（名前・国をつたえる）】

教室案内と簡単な自己紹介をしました。少し話せる学習者は、名前と国だけ

でなく、都市名もこたえていました。

毎回、市内の図書館やおすすめのお花見場所など横浜情報を紹介しました。

第２回 2/3（月）
第３回 2/6(木)
第４回  2/10(月)

【五十音図紹介、「あ～そ」、あいさつ①】

「ひらがな」の学習では、絵を見ながら語彙の名前や読み方を確認しました。

また会話の学習では、あいさつ、家族の紹介など自分のことを話す練習をし

ました。第２回目の横浜情報では外国人サポーター2人が自分の日本語学習

経験（どこで、どのように日本語を学習したか）を話しました。ゆっくりと日

本語だけで話し、学習者は熱心に聞きながらメモをとっていました。

第５回
2/13(木)

【復習回】

これまで勉強したことを確認する復習回でした。2回休んだ学習者も今回で

取り戻すことができました。

第６回  2/7(月)
第７回  2/20(木)

【好きな物＆〇〇します】

毎回、２つのグループに分かれた学習では１対１のマンツーマンでしっかり丁

寧に学習したグループと、複数人でワイワイ会話が弾んだグループと様々で

した。横浜情報はサポーターに「会話が上手になるにはどうしたらいいか」と

質問があり、できるだけ、日本人と会話する機会を増やすのがいい」とアド

バイスがありました。

第８回 2/27(木) 【最終回】

今まで学習した項目をまとめて自己紹介を完成させ、一人一人発表しました。

全体活動では、自己紹介の中から「どんな映画が好きですか、好きな食べ物

はなんですか？」など、講師、学習者が質問しあって、楽しく締めくくること

ができました。

主催：(公財)横浜市国際交流協会

サポーターから：
できるだけ、やさしい日
本語を使ってサポートし
ました。
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